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群
馬
県
庁
の
近
く
に
「
日
本
一
懐
か
し
い
遊

園
地
」
と
呼
ば
れ
る
前
橋
市
中
央
児
童
遊
園
、

通
称
「
る
な
ぱ
あ
く
」
が
あ
り
ま
す
。

　

一
九
五
四
年
開
園
で
、
私
も
幼
児
期
に
は
家

族
と
、
小
学
生
の
時
は
近
所
の
友
達
と
一
緒

に
遊
び
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
規
模

は
小
さ
い
で
す
が
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
や
飛

行
塔
、
豆
機
関
車
な
ど
の
遊
具
が
あ
り
ま
す
。

入
場
無
料
で
、
遊
具
の
料
金
も
格
安
で
す
。

　

中
で
も
子
供
た
ち
に
人
気
が
あ
る
の
は
、

現
存
す
る
日
本
最
古
の
電
動
木
馬
で
す
。

二
〇
〇
七
年
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
そ
う
で
、
も
く
ば
館
と
呼
ば
れ
る

小
屋
の
中
に
色
違
い
で
五
頭
並
ん
で
い
ま
す
。

開
園
以
来
か
ら
現
役
で
今
時
十
円
玉
で
乗
れ

る
の
で
す
。
今
ま
で
何
回
も
改
修
工
事
や
塗

装
を
繰
り
返
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
五
十
年
ぶ
り
に
訪
れ
て
み
ま
し
た
。
も

く
ば
館
の
場
所
は
若
干
変
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
雰
囲
気
は
昔
と
変
わ
ら
ず
、
と
っ
て
も
懐

か
し
か
っ
た
で
す
。

「
私
よ
り
ち
ょ
っ
と
先
輩
の
木
馬
さ
ん
達
、
偉

い
ぞ
！
今
ま
で
本
当
に
お
疲
れ
様
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。
」
と
声
を
か
け
た
く

な
り
ま
す
。

　

私
も
木
馬
さ
ん
た
ち
を
見
習
っ
て
も
う
少

し
頑
張
ろ
う

と
そ
の
気
に

さ
せ
て
く
れ

る
よ
う
な
存

在
で
す
。　

　

施　主：国土交通省九州地方整備局
　　　　博多港湾・空港整備事務所
工事名：平成３１年度博多港（アイラ
　　　　ンドシティ地区）道路（Ⅵ
　　　　工区）橋梁擁壁工事
施　工：あおみ建設株式会社
規　模：ＥＤＯ-ＥＰＳ　計１９４８ｍ３

　福岡県福岡市東区においていま、

福岡高速 1 号線の香椎浜ランプ付近

とアイランドシティを結ぶ自動車専

用道路「福岡高速６号線」の事業が

進められています。これは福岡市東

部地域の交通混雑の緩和や、港湾物

流の増加・新青果市場などの立地に

伴う広域的な交通需要に対し交通の

円滑化を図ることを目的とした道路

整備を行っています。

　この道路は全体として高架道路形

式で計画されており、アイランドシ

ティ側にある出入口ランプのスロー

プ部では盛土高が最大で５.３ｍにも

達するため、荷重軽減の目的で軽量

盛土工（ＥＰＳブロック）が採用され

ています。壁面材にも軽量なコンポ

ジットパネル（小型プレキャストパ

ネル２１ｋｇ/ 枚）が用いられており、

重機の不要な合理化施工が実現しま

した。

　このＥＰＳ設置工事は当社グループ

会社の岡三工事（株）が下請受注し、

元請業者様と協力して２カ月余りの

短期間で工事を遂行しました。

　ＥＤＯ-ＥＰＳ工法は盛土材に発泡ス

チロールブロックを用い、土砂の約

１／１００（単位体積重量０.２～０.４ｋ

Ｎ／ｍ３）という軽量性を生かして埋

立地や河川沿いなどの軟弱地盤や過

大な荷重を避けたい崖地などでの盛

土・道路拡幅など様々な現場で利用

されている工法です。部材の軽さは

作業のスピードアップや使用機材の

コスト軽減に貢献しています。

　均一な密度、均一な盛土高、そし

て簡便迅速な施工を実現するＥＤＯ-

ＥＰＳ工法は、軟弱地盤における盛土

作業の困難さを一気に解決できる秘

策です。岡三リビックは、それぞれ

の現場の特性に応じた最適な工法や

資材をご提案し、私たちの暮らしや

経済を支える安心のインフラ整備を

お手伝い致します。

福岡都市高速
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　平成２９年７月、梅雨時の豪雨によ

り長野県県北で土砂崩れの被害や林

業・農業などへの損害が多く発生し

ました。

　ここ長野市中条地区では集落内の

斜面が崩壊し、周辺家屋への被害は

辛うじて逃れたもののいつまた地す

べりが起きるとも

知れない状況とな

り、できるだけ早

く対策を講じるこ

とが求められてい

ました。

　当初は法枠と鉄

筋挿入工（ロック

ボルト工）の併用での対策が検討さ

れましたが、当現場が粘性土地盤で

あるため一般的な鉄筋挿入工の場合

は補強材が長く配置間隔も狭いもの

になると見積もられました。

　これに対し岡三リビックでは先端

拡大型アンカー「ミニアンカーＤＯ」

を提案。同じ効果を得るのに補強材

を短く、配置ピッチを広く取ること

ができるためです。

　民家に挟まれた場所での工事であ

ること、少しでも早く対策工事をす

べきであることを考慮し、且つ周辺

家屋への干渉もなく収まり、より簡

便迅速な施工を経済性高く進めるこ

とができるなど、検討の結果ミニア

ンカーが採用となりました。

　

ミ ニ ア ン カ ー Ｄ Ｏ

長野県

施　主：
現場名：

施　工：
規　模：

長野県
平成２９・３０年度防災・安全交
付金（地すべり対策）工事（地）
追平　長野市中条小手屋　及び
平成３０年度防災・安全交付金（地
すべり対策）工事（地）追平　
長野市中条小手屋
株式会社 上原産業

１２１本

物件概要

　

二
十
四
時
間
ヘ
リ
監
視

　　

過
保
護
な
親
と
い
う
も
の
は
世
界
中
に
い

る
。
近
年
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
の
が

ア
メ
リ
カ
だ
。

　

欧
米
は
子
供
の
自
立
心
を
育
て
る
の
に
熱

心
だ
っ
た
筈
だ
が
、
現
代
ア
メ
リ
カ
で
は
子

供
ひ
と
り
で
外
で
遊
ば
せ
た
り
す
る
の
が
児

童
保
護
法
令
に
反
す
る
行
為
と
な
っ
た
こ
と

で
少
々
お
か
し
な
風
潮
が
出
て
き
た
。
こ
の

法
令
の
対
象
は
十
三
歳
ま
で
な
の
だ
が
、
行

き
過
ぎ
た
親
が
つ
い
に
は
就
職
面
接
に
ま
で

し
ゃ
し
ゃ
り
出
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

通
称
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ツ
」
。
子

供
の
周
り
に
つ
き
ま
と
い
過
干
渉
す
る
姿
か

ら
付
い
た
言
葉
が
示
す
そ
の
様
子
と
は
…

　

無
論
日
本
に
も
こ
う
し
た
人
は
い
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
法
令
が
過

保
護
を
助
長
し
た
せ
い
で
よ
り
事
例
が
極
端

化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

・・・・・・
面
接
官
に
子
供
の
履
歴
書
と
ス
イ
ー
ツ
を
差

し
出
す
。

バ
イ
ト
先
の
責
任
者
な
ど
と
偽
っ
て
子
供
べ

た
褒
め
の
コ
メ
ン
ト
を
伝
え
る
。

面
接
中
に
子
供
の
携
帯
の
ス
カ
イ
プ
で
状
況

を
モ
ニ
タ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

子
供
が
別
の
面
接
に
行
っ
て
る
か
ら
と
代
理

面
接
を
申
し
出
る
。

給
与
額
の
交
渉
に
乗
り
出
す
。

そ
し
て
だ
い
た
い
の
場
合
、
面
接
官
も
こ
う

し
た
応
募
者
は
不
採
用
に
す
る
が
、
親
は
「
な

ぜ
う
ち
の
子
が
不
採
用
な
の
か
」
と
文
句
の

電
話
を
か
け
て
く
る
。


